
平成 28 年度 札幌日本大学中学校入学試験  総合学力Ｂ 解答例 

 

１  ３０点 

問１ 

  北海道を訪れる観光客が増加し、地域が活性化する。 

  天候の影響を受けずに観光客が安定して訪れ、経済が安定する。 

  函館に観光客が集中し、周辺の観光地が寂れてくる。 

問２ 

 観光客が市場に集中したために地域住民が日常の買い物の場として利用することを敬

遠し、また観光客の土産としても野菜よりも海産物のほうが注目されているというこ

と。 

問３ 

 トンネルを走行することで暴風雪の影響を受けにくくなり、また建設距離を短くする

ことで速達性が高められ、用地買収費用なども抑えることができるから。 

 

２ ２０点 

問１ 

 県名：三重県 

  代表的な産業：石油化学工業（四日市）・農業（伊勢茶）・漁業（真珠養殖）・観光業（伊

勢神宮）など 

問２ 

 県名：北海道 

 名称：北海道洞爺湖サミット 

問３ 

 ①フランス ②ドイツ ③カナダ （順不同） 

問４ 

 目的：（例）国際社会が直面する、迅速に解決することが求められている地球規模の課

題について、主要国の首脳のリーダーシップにより、効果的に対応するため。 

 内容：国際的な経済・外交・貿易・環境などに関する問題をあげるとよい。例えば、

2015 年のドイツ・エルマウサミットでは、世界経済については中国主導のもとに

設立される AIIB について、貿易については WTO を中心とする多角的な貿易体制に

ついて、外交政策についてはロシア・ウクライナ問題やイランの核開発問題につ

いて、気候変動については COP21 での新たな枠組み作りについてなどが主要な議

題となった。さらに、他にテロと暴力的過激主義や、女性の起業支援促進、エボ

ラ出血熱等の公衆衛生危機への対応などについても話し合われた。 

問５ 

 議題：「国際テロへの対応について」など、国際社会が結束して取り組むべき課題を具

体的に挙げていれば正解とする。 

 理由：「国際テロへの対応について」の理由であれば、「テロ組織は国境を越えて広が

っていて、どの国にもテロの脅威が存在するから」など、議題に対してふさわし

い内容であればよい。 

 

３ ３０点 

問１ 

 A 入院している患者さんにも自分の生活がある。検査や治療はできる限り患者さんの生



活に合わせてやるべきだ 

 B 患者さんは、誰もが自分の受ける治療や検査などに、不安を抱えている。しっかり、

分かりやすく説明してあげよう 

問２ 

 患者本人だけでなく家族に対しても思いやりを持ち、患者の気持ちや生活に寄り添っ

て治療・検査を行える医者。 

問３ 

 （例）（第６条）祖父が大腸がんの手術をした。転移がないかを定期的に検査している

が、結果が出るのがいつも遅いという。異常なしといわれた直後の祖父の笑顔を見る

たびに、結果はすぐ知らせてほしいと思う。 

 

４ ３０点 

問１ 

 資料１および２より、日本の大学進学率は近年増加傾向にあるものの、OECD 平均値と

比べて低い現状がある。会話文から、日本の大学は海外の大学と比べて国際化が遅れ

ているとあるので、日本から海外の大学への進学も少数であると考えられる。 

問２ 

 秋始業 → 海外の大学の始業と合わせることで、学年途中での留学をすることがな

くなり、スムーズに学校生活に入ることができるから。 

  PEAK → 日本の大学で語学力を育成することができ、海外の大学に留学した際の勉

強の障害を減らすことができるから。 

  ﾌﾗｲ･ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ 

     → 休学が認められることで日本の大学の卒業の心配が少なくなり、長期間の

留学を行うことができるから。 

 MOOC → 自分の通う大学の学問内容を海外の大学に知ってもらえることで、留学先

の大学が日本の学生を受け入れやすくなるから。 

 

５ ４０点 

 G 授業 → 集団で学ぶことができ、社会性の育成を図ることができる。 

  食育  → 食に関する正しい知識の習得や正しい食生活の習慣化ができる。 

  医療施設見学→ 医療に関する意識の向上や職業観を育成することができる。 

  絆の日 → 防災意識を高め、命の尊さを考える力を養える。 

  SSH  → 科学分野に対する興味関心を高め、知識を身につけることができる。 

  SGH  → 国際社会を意識して考える力、グローバル意識の向上を図ることができる。 

  ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ → 助け合いの精神や社会性の育成を図ることができる。 

 

 


